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北海道
「連携地域別政策展開方針」は、第２期北海道創生総合戦略の

「地域戦略」としての位置付けを併せ持っています。



安⼼のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト
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連携地域別政策展開方針に基づくプロジェクトの推進

地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

空知地域

石狩地域

後志地域

道央広域連携地域

地域に根ざした政策を展開するため、令和３年（2021年）12月に策定した「連携地域別政策展開方針（兼地域戦略）」に

基づき、地域づくりの拠点である振興局が中心となって、51のプロジェクトを推進

 未来技術の導入などによる産業振興・担い手確保プロジェクト  日本遺産「炭鉄港」を活用した交流人口拡大プロジェクト

※51のプロジェクトのうち、主なものを記載

基幹産業である農業分野などで、Society5.0
を実現する未来技術の実証試験や効果検証を
⾏い、スマート農業の普及促進を図るととも
に、人材育成・定着を推進

⽇本遺産「炭鉄港」に対する理解や関⼼を⾼
め、道内外からの交流人⼝の拡⼤を図るため、
空知・後志・胆振の３地域が連携し、人材育
成、普及啓発などの取組を総合的に推進

 石狩の若者の地元定着促進と道外からの人の呼び込みプロジェクト  石狩観光スタイルと石狩の食の魅力ブランド化推進プロジェクト

札幌圏における道外への人⼝流出等の課題に
対応するため、⼤学や企業と連携し、⼤学生
に地域活動の場を提供するなど、学生の定着
促進に向けた取組を実施

旅に「プラスワン」の価値を添える周遊ルートの
構築や体験型観光を推進し、多様化する観光ニー
ズに対応可能で誰もが旅を存分に楽しめる「いし
かり観光スタイル」を国内外に積極的にＰＲ

 農林水産業の持続的発展・ブランド化推進プロジェクト  国際観光リゾートエリアとしての持続可能な
観光地づくりと広域観光展開プロジェクト

しりべし産ワインを核として、官⺠が連携し、
食や観光分野との結びつきを図るとともに、
生産者への技術⽀援や地元での販路拡⼤に取
り組み、ワインや食のブランド化を推進

後志の⾃然と食の魅⼒を活かしたツーリズムを推進
し、誘客につなげるとともに、北海道新幹線の札幌
延伸を⾒据え、新たな観光モデルルートを開発



地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

渡島地域

檜山地域
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地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

胆振地域

日高地域

道央広域連携地域

道南連携地域

 脱炭素社会を創造する「いぶり」産業展開プロジェクト

「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、管内の企業、
⾃治体、⼤学などと結成した「ＴＥＡＭゼロカーボンい
ぶり」を中⼼に、理解促進や水素の利活⽤促進、震災復
興・森林再生に向けた取組などオール胆振で推進

 住みたい・訪れたい「いぶり」地域づくりプロジェクト

｢いぶり五⼤遺産｣をはじめとする地域資源を教育素材に活
⽤し、道外からの教育旅⾏誘致促進のため交流プログラム
を展開するほか、観光素材の商品化の促進を図るなど、関
係人⼝・交流人⼝を創出・拡⼤

 「ひだか」の魅力発信と観光の振興プロジェクト  「ひだか」の産業を支える人材確保・育成プロジェクト

⺠間企業等との連携や、発信⼒の⾼い著名人等と
のコラボにより、動画やＳＮＳを通じた魅⼒発信
を⾏い、⽇⾼地域を元気にする取組を強⼒に推進

様々な分野で活躍する人材の確保に向けて、管内７町と
の連携により、首都圏での移住相談会やオンライン移住
カフェを実施し、地域の情報発信及び移住・定住を促進

 縄文遺跡群を活用した魅力発信と誘客促進プロジェクト  地域に根ざした農林水産業の持続的発展プロジェクト

海洋環境の変化により漁獲量が⼤幅に増加して
いる「ブリ」を有効活⽤するため、各機関との
連携を図りながら、マーケットの拡⼤、新商品
の開発などにより、消費の拡⼤を推進

「北海道・北東北の縄⽂遺跡群」の世界⽂化遺産登録を
契機に、地域住⺠などの理解促進や「北の縄⽂ファン」
の拡⼤、縄⽂遺跡・縄⽂⽂化の次世代への継承に向けた
取組を展開 函館ブリたれカツバーガー

 道南の優位性を活かしたカーボンニュートラルへの挑戦プロジェクト  北海道新幹線の札幌開業を見据えた交流･定住促進プロジェクト

脱炭素社会の実現に向け、独⾃の削減目標策定など
により脱炭素化に向けた気運を醸成するとともに、
地域プロジェクトの創出に取り組む⾃治体等を⽀援
するなど、地域が一体となって取組を推進

コロナ禍で停滞する地域経済の活性化を図るため、
管内各町及び観光協会との連携による「令和４年
度ひやま観光推進キャンペーン実⾏委員会」を設
置し､管内周遊キャンペーンやPRイベント等を実施

ゼロカーボンを楽しく学べるボードゲーム
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地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

上川地域

留萌地域

宗谷地域

道北連携地域

地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

オホーツク
地域

オホーツク連携地域

 人と自然をつなぐ大雪山魅力発信プロジェクト  上川の地域産業を支える担い手育成・確保プロジェクト

 魅力ある地域資源を活かした「きた北海道」への来訪
促進プロジェクト

 るもい地域を支える多様な人材の育成・確保プロジェクト

 地域の多様な人材が未来を創る「宗谷LIFE」プロジェクト

 豊かで優れた自然と共生する脱炭素型の地域づくり
推進プロジェクト

「かみかわ版ゼロカーボン北海道」の取組の一環と
して、⼤雪山を中⼼とした貴重で豊かな⾃然を次世
代に引き継ぐため、クラウドファンディングを活⽤
しながら⾃然環境の保全や活⽤を図る取組を推進

就労による地域への定着と労働⼒の確保を実現し、若年者
や現役世代の都市圏への流出を抑制するため、振興局、旭
川市、圏域町、信⾦等で構成する協議会を設置し、職場体
験を通して、働き手と地域の中小企業を繋ぐ取組を実施

留萌地域における喫緊の課題である人手不⾜対策につい
て、新たな労働⼒融通システムの検討を進めるとともに、
企業の人材確保・定着に向けた労働環境、外国人も含め
た人材の受入環境の整備を推進

深川・留萌⾃動⾞道の全線開通を契機に、管内市町村と連携
してオロロンライン（国道231号線、232号線）を活⽤した
サイクルツーリズムやアドベンチャーツーリズムを推進

⾃然、歴史、⽂化など宗谷ならではの地域資源
を活かし、アドベンチャーツーリズムなどの新
たな旅⾏スタイルの誘客に向けた取組を実施

若者を対象に⾃らの考えの共有や実践する場を提供し、
地域の将来を叕う若者世代の資質向上を図るほか、若者
が活躍できる環境を整え、多様な主体との連携や取組の
実現に繋げ、宗谷地域の振興を図る

 魅力ある地域資源を活かした「きた北海道」
への来訪促進プロジェクト

 豊富な農水産物を活かした食関連産業の振興プロジェクト

持続的で活⼒あるオホーツクを実現するため、オホー
ツク流氷トラスト運動の地域への浸透に向けた取組の
通年化と、環境保全を通じた地域のＰＲを実施

地域の産学官⾦の連携により、地域資源
を活かした多様な産品を管内外に発信す
るとともに、商品開発等を分野横断的に
推進し、食関連産業を総合的に振興
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地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

十勝地域

十勝連携地域

地域 令和４年度（2022年度）の主な取組

釧路地域

根室地域

釧路・根室連携地域

 十勝の魅力を活かした滞在型・周遊観光推進
プロジェクト

 農林水産業をはじめとした地域を支える産業の振興プロジェクト

 農林水産業をはじめとした地域を支える産業の振興プロジェクト  地域の強みを活かした交流・関係人口の創出・拡大プロジェクト

 未来につなげる環境・先進分野十勝プロジェクト

｢ゼロカーボン北海道｣の実現に向けて、環境負荷の少ない
持続可能な観光スタイルの推進や、脱炭素型ライフスタイ
ル・ビジネススタイルへの転換、先端技術の導入などによ
る農業のイノベーションを加速化させる取組を推進

交通モードの利活⽤により、域内間の交流増加（まちづ
くり）及び域外との交流増加（観光振興、移住定住）を
図り、関係・交流人⼝を創出・拡⼤

我が国最⼤の生乳生産地域である根釧地域の酪農
について、市町村やＪＡ、企業等が連携し、｢草
地型酪農の推進｣、｢叕い手の育成・確保｣、｢⾼付
加価値化の推進｣に向けた取組を推進

 地域の強みを活かした交流・関係人口の創出・拡大プロジェクト

サンマ、秋サケの不漁対策として、新たな漁業の
創出・加⼯原料の確保するため、急な水温変化や
流氷など⾃然環境に左右されない、サクラマスの
陸上養殖試験を実施

厚岸霧多布昆布森国定公園などの新たなコンテンツ
を活かした地域の魅⼒を広く発信し、新型コロナの
影響による観光入込の回復を図るとともに、道央圏
に集中する観光客の誘客を促進

観光入込の回復に向け、人々の意識や⾏動の変化に
対応した受入体制の整備やプロモーション、根室地
域の⾃然環境を活かしたアドベンチャートラベルコ
ンテンツの発掘・磨き上げを推進


